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1 は じ め に

深水管理に関し,こ れまでに深水管理時の地温の推移 ,

深水管理の時期・水深・管理方法・苗質・生育の違いによ

る生育・収量について報告 した。深水管理開始時期別によ

る深水管理日数と最高茎数,及び深水管理時の水深と最高

茎数の関係,深水管理時の水温と茎数の関係について検討

したので報告する。

深水の条件がササニ シキの分げつに及ぼす影響
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2試 験 方 法

分げつ期からの深水日数及び水深と茎数

実施場所  置賜分場圃場

供試品種及び苗  ササニシキ 稚苗

180～2009/箱 (乾 もみ) 25～ 32日 苗

移植  5月 15～21日  22～24株/″  5本/株

施肥 (Nカタ/′ ) 基脚 3,04 活着期0,02
深水管理開始時期  6～ 9葉期

深水管理日数  5～ 20日

深水管理水深  6～ 15m

分げつ期からの深水管理の水温と茎数

実施場所  置賜分場圃場

供試品種及び苗  ササニシキ 稚苗

160～ 1809/箱 (乾 もみ)26～ 27日 苗

移植  5月 15～ 16日 20～23株/″  5本/株

施肥 (Nた,/α ) 基肥04 活着期 0, 01
深水管理期間  6月 16日 ～6月 30日  15日 間

深水管理時水深  7～ 13m

区の構成

の日数が長いほど最高茎数は少い。また,深水管理開始時

期が早いほど,深水管理日数の増加に伴う最高茎数の減少

程度が大きい (図 1)。

深水管理日数が一定の場合 (15日 間,水深は一定),い

ずれの深水管理時期でも水深が増すとともに最高茎数は減

少 し,深水管理開始時期が早いほど水深の増加に伴う最高

茎数の減少は大きい (図 2)。 なお, 6葉時からの深水管

理日数20日 は,15日 に比べ最高茎数は少なくなるが,水深

6mではその差が小さい。

0)分げつ期からの深水管理の水温と茎数

深水管理標準区の水温は標準水管理区に比べ,温度の変

化は緩慢で,昭和63年及び平成元年において最高水温は15

～19℃ 低 くなるが,最低水温は逆に10～ 15℃ 高 くな

り, 1日 の温度差はイヽさい。また,昭和63年及び平成元年

において,深水管理低温区 1の最高水温は深水管理標準区

に比べ07～ 35℃ ,最低水温は18～22℃ 低 くなり,

深水管理低温区 2の最高水温は43～ 51℃ ,最低水温は

17～23℃低 くなる程度で,深水管理低温区の水温は深

水管理標準区に比べ,温度の変化は更に緩慢になり, 1日

の温度差も更に小さくなる傾向がある (表 1)。 なお,平

成元年の深水管理期間中の水温は昭和63年に比べ,標準水

管理標準区で比較 してみると,最高水温で50～51℃
,

平均水温で24～25℃ 低 く,最低水温は-01～ +04

℃とはぼ同程度となっている。

深水管理により分げつの発生が抑制され,深水管理終了

時の茎数は標準水管理区に比べ,昭和63年は深水管理標準

区で71%,深水管理低温区 1及び2で 67・ 64%,平成元年

は深水管理標準区で88%,深水管理低温区 l及び 2で 80・

75%と なり,深水管理期間中の平均水温の低いものほど茎

数は少なくなっている。その後は,深水管理期間中の平均

水温の低い区ほど茎数の増加が多い。深水管理各区の最高

茎数は標準水管理区に比べ 昭和63年は深水管理標準区で

83%,深水管理低温区 1及び 2で 93・ 95%,平成元年は深

水管理標準区で93%,深水管理低温区 1及び 2で 95・ H7

%と なり,深水管理標準区の最高茎数は標準水管理区より

抑制されたのに対し,深水管理低温区及び 2は標準水管理

区と同程度から多くなっている (図 3)。

これらのことから,深水管理期間中の平均水温が標準水

管理区より低い場合は,最高茎数の抑常1効果が劣ることが
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注 深水管理期間以外は標準水管理

3 試験結果及び考察

(1)分げつ期からの深水日数及び水深と茎数

深水管理期間中の水深が一定の場合 (9m),深水管理

標 準 水 管 理 区

深水管理標 準 区

深水管理低温区 1

深水管理低温区 2
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図 i 深水管理日数と最高茎数 (昭62)

注 水   深 9m

輩導分冨翼毅  800～
900本/ノ

表 1 深水管理期間中の水温の推移

あるので,深水管理終了後に強い中干しを行うか,深水管

理を継続する必要があるものと考えられる。

また,深水管理終了時の深水管理低温区 1及び2の 茎数

と深水管理期間中の平均水温の対深水管理標準区比 (差 )

は,比例関係にあり,昭和63年 は25%/℃ ,平成元年は

52%/℃減少した。平成元年の減少割合が昭和63年 に比

べ高いのは,深水管理期間中の平均水温が低く経過したた

め,深水管理期間中の茎数抑制効果が高かったためと考え

られる (図 4)。

以上のように,深水管理の時期,水深,深水管理期間中
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図 2 深水管理時の水深と最高茎数 (昭62)
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図 3 茎数 の推移
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図 4 深水管理期間平均水温と

深水管理終了時の茎数

の水温により分げつ抑制程度は変動するため,生育診断予

測技術にもとづき,生育状況が異なる場合の生育調節効果

の変動と,深水管理期間中の管理方法について更に検討す

る必要がある。
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